
アイドルビール

スーパーコルロイト(Colruyt)
は、低価格のプライベートブラ
ンド商品Everydayの商標統一を
目指し、学生・低所得者の“ア
イドルビール”「Cara Pils」の名
前も「Everyday Pils」と変更の
予定であった。しかし、ビー
ルファンがSNSを通して抗議
し 、 4 0年 来 続 く ビ ー ル の 名
「Cara」は保持されることとなっ
た。コルロイトの担当者は、消費者の商品名に対するこだわりを実
感できたと、今回の出来事を快く受け入れた。このビールは、アル
コール度数が低く、学生の飲み会によく登場する若者に人気の商品
で、廉価な割に味も悪くないと、根強い支持を集めている。

地下駐車場あきらめる

2/26、ブリュッセル市長は、1873年以来続く蚤の市のあるジュドバ
ル広場の地下に駐車場を建設する計画は断念したと発表した。この
建設計画は、蚤の市に悪影響を出さないという条件を課されていた
が、2万3千人が抗議書に署名しており、彼らには朗報となった。こ
の計画のおかげで、広場の地下に手付かずで残っていた第2次世界大
戦時の防空壕が見つかり、この地域の歴史遺産協会は150人の請願書
を持って、広場とその周りを遺産地域にすることを求めた。請願への
回答には6カ月から2年かかるといい、その間この地域の開発ができ
なくなり、ブリュッセル市にとって大きな痛手となった。

タクシーのスト

3/3、ベルギーの600人のタクシー運転
手に加え、フランスからもタクシー運
転手が参加し、アメリカから上陸した
配車サービス「Uber」に反対するスト
を行った。北駅からサブロン広場前、
裁判所、ルイーズ広場、Toison d’Orを
経由して、サンカントネール公園前まで車で行進した。Uberはベ
ルギーでは禁止されているが、実際には存在している。「我々は正
当に働き税金を払っているが、彼らはヤミで仕事をしている。不
公平だ」とタクシー運転手は語る。また、フランスからの運転手も
「Uberは新しいテクノロジーだが、雇用を増やすものではなく、反
対に減少させるものだ。消費者にはありがたいシステムだが、これ
は解決策ではない。ベルギーだけでなく、ヨーロッパ全体で対策を
取るべきだ」と怒りをあらわにした。EU委員会は、タクシーの規制
は各国が対応するものだとして、コメントを控えた。

女性会議

3/3、国際女性デーにちなみ、マチルダ王妃がナミュールの12名の
若手女性マネージャーらと会談した。スキーでけがをした王妃は、
松葉づえをついての出席であったが、常に笑顔で、真剣に出席者ら
と意見を交わした。女性と雇用について、母子家庭の現状などに関
する意見が交換された。また、男性の職種として位置づけられがち
な文化・教育部門への女性進出についても話題となった。
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新聞記者への道

若者400人がフランス語圏のラジオ・テレビ局RTBFの採用試験に
トライした。1時間45分にわたり一般教養、時事問題など60問に挑
み、わずか50人がラジオ、テレビ、ウェブサイトの記者になるた
めの最終試験に臨むこととなった。受験者は、外国語の試験をも受
けなければならない。前回の採用試験は2012年に行われていた。

           
盗難未遂

3/6-7の夜、グランサブロン広場に
あるエルジェ作のマンガ主人公タン
タンの銅像が盗まれそうになった。
この銅像は、1975年、週刊誌タンタ
ンの30周年記念にNat Neujean氏に
より製作されたもので、1976年か
らユックル区のウォルヴェンダール
公園に設置されていた。その後、数
回の盗難事件のため、区の建物に移
されていた銅像は、映画「タンタンの冒険」のワールドプレミアの
ため、2011年10月にグランサブロン広場に移動した。以来20万人
の観光客がこの銅像の前で写真を撮り、人気の場所となっていた。
高さ180cmのこの銅像は100万ユーロの価値があり、所有者である
Comics CaféのFrancis Slomka氏は、もっと安全な場所に移動さ
せると語った。

学校に爆弾？

3/6夜、サンカントネール公園近くのブリュッセル王立陸軍士官学校
で、爆発物の積載疑いのある車両が見つかった。学校では一部が避
難し、軍の爆発物処理班が車両を調べたところ、爆発物は見つから
ず、誤認通報であったことがわかった。

ブリュッセル観光開発計画

ブリュッセル市とPSAグループは、現代アート美術館の設立に向
け、イゼール広場にあるシトロエン社が入居する建物の近代化を
目的とした買い取りに合意した。この合意は、住居用不動産のプ
ロジェクトも含めたもので、美術館には年間50万人の観光客が
訪れる見込みである。さらに、PSAグループによる地域開発の手
助けにもなるとして、両者は前向きに計画を進めている。夏まで
に、司法書士を通して契約書が交わされることになる。
                                                                                       　
ゼネスト

労働組合CGSP(公共サービス組合総連合)は、4/22(水)にゼネスト
を行うと発表した。これは、国鉄、その他の公共交通機関、郵便
局、学校、行政などの公共機関のストで、他の労働組合も追随し
てくれることを望むと付け加えた。さらに、労働組合ACOD(オラ
ンダ語系CGSP)委員長Chris Reniers氏は、これは政治ストではな
く、雇用者としての政府に対するストだと強調した。また、新たな
早期退職制度に対する不満として、3つの労働組合が3/31(火)にブ
リュッセルと近郊のブラバン・フランダース州とブラバン・ワロン
州で、4/1(水)にそれ以外のベルギー全土でストをすると発表した。


